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発行　石川県立歴史博物館　 
〒920-0963 金沢市出羽町3番1号 
TEL.076（262）3236  FAX.076（262）1836

No.90 2009・2・1

れきはくコレクション２００8れきはくコレクション２００8
企画展 

◇会　　期　平成21年2月14日（土）～3月22日（日）
◇会　　場　第1特別展示室・第4展示室

◇開館時間　午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）会期中無休

◇入 館 料　一　般　250円（200円）

大学生　200円（160円）

高校生以下無料

（ ）内は20名以上の団体料金

御所人形 見立勧進帳　江戸時代後期
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開
催
に
よ
せ
て

平
成
十
八
年
度
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
「
新
収
蔵
品
展
」
と

い
う
名
称
を
「
れ
き
は
く
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〇
〇
〇
〇
」（
〇

に
は
年
度
が
入
り
ま
す
）
と
い
う
横
文
字
の
名
称
に
変
更
し

ま
し
た
が
、
展
示
手
法
は
さ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
新
し
く
購
入
し
た
り
、
寄
附
い
た
だ
い
た
資
料
な
の

で
、
展
示
内
容
は
毎
年
変
わ
り
ま
す
。

今
年
度
も
多
く
の
県
民
の
皆
様
、
さ
ら
に
は
県
外
の
方
か

ら
た
く
さ
ん
の
寄
附
申
込
が
あ
り
、「
れ
き
は
く
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
2
0
0
8
」
を
開
催
で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
紙
面
を
借
り
て
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
に
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

関
連
事
業

◆
列
品
解
説
（
事
前
申
込
不
要
）

二
月
二
十
二
日
（
日
）
学
芸
専
門
員
　
濱
岡
伸
也

三
月
　
　
七
日
（
土
）
資
料
課
長
　
　
本
谷
文
雄

三
月
　
十
四
日
（
土
）
学
芸
員
　
　
　
大
井
理
恵

※
い
ず
れ
も
午
後
二
時
〜
二
時
三
十
分

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
入
館
料
が
必
要
で
す
。

※
れ
き
は
く
メ
イ
ト
会
員
は
無
料
。
必
ず
会
員
証
を
提
示

し
て
下
さ
い
。

企
画
展 

れ
き
は
く
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
０
８ 

歴史資料
下安江村古文書
銀貨
安本常松関係資料
木製鑑札
銅製迷子札
謡本
金沢市地図
古写真
前田利鬯書状
百人一首
藩主巡行昼休指示書付
前田治脩書状
前田斉泰書状
招魂祭煙火大会賞状
新保青年団演芸大会記念写真
のと鉄道開業記念乗車券
小室勝三氏収集資料
藩札資料
時刻表
試作灰皿
カルタ
手持ち万力
バネ付万力
ねじ切り
錠前
槍
官報県達（石川県広報綴）
市町村制問答詳解
四高ビラ「全学生諸君に檄す」
四高学生運動史原稿
東廓登楼客台帳
犬養毅書額
犬養毅書幅
犬養毅書扇子
井上準之助書幅

点数 寄贈者（敬称略）

21
2
67
1
1
42
1
3
1
1
1
1
1
3
4
1

307
9
1
1
1
1
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

安本由香
安本由香
安本由香
安本由香
安本由香
安本由香
安本由香
安本由香
松村正
北方匡
柳原典
大沢喜久
大沢喜久
松田二郎
西利枝
清水弘
小室勝三
島田一郎
酒井英次
松田悠美
松田悠美
米林繁男
米林繁男
米林繁男
米林繁男
米林繁男
三枝大厳
三枝大厳
大森定嗣
大森定嗣
法村龍夫
橋本澄夫
橋本澄夫
橋本澄夫
橋本澄夫

平成20年度収蔵資料一覧（平成20年2月～21年1月末現在）

資料名 点数 寄贈者（敬称略）

民俗資料

美術品

考古資料

句仏上人句幅
篠崎小竹書屏風
清水家資料
法村外次軍隊関係資料
鉱山売買関係資料
農地買収国債
和歌巻子
初午画賛
大和百貨店写真帖
古写真・絵葉書

木製看板
蓬莱文様御重掛
鳳凰に松図風呂敷
家紋風呂敷
リードオルガン
盆燈籠
フセカゴ（虫売り用）
イコ（虫売り用）
カゴ（虫売り用）
うちわ
ハイカラ鍬
看板「能登の薬」

赤絵金彩李白観瀑図小皿
赤絵金彩龍図蓋置
短刀　無銘
御所人形
金地秋草に小禽図屏風
兼六園に金沢城図屏風
遠山に家屋図縁頭

北陸人類学会会員冨田彌作採集資料
橋本澄夫収集考古学関係資料

総計

1
2

151
66
4
3
1
1
1

341

1
1
1
1
1
4
1
2
2
54
1
1

14
1
1
4
2
2
1

99
233
1,485

橋本澄夫
橋本澄夫
清水千鶴子
法村龍夫
法村龍夫
法村龍夫
購入　
購入　
購入　
購入　

安本由香
安本由香
安本由香
安本由香
町邦浩
山田芳和
大崎清子
大崎清子
大崎清子
宮川正浩
森山庄五郎
購入　

安本由香
安本由香
柳原典（旧姓新家）
吉田誠
吉田誠
購入　
購入　

佃和雄
橋本澄夫

資料名
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九
月
二
十
三
日
と
十
月
七
日
、
歴
史
博
物
館
と
本
多
の
森
を
会

場
に
「
歴
史
博
物
館
吟
行
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
秋
季

特
別
展
「
御
用
絵
師
梅
田
九
栄
と
俳
諧
」
関
連
行
事
と
し
て
企
画

し
た
も
の
で
す
。
二
日
間
の
参
加
者
は
合
計
十
八
名
で
、
学
芸
員

に
よ
る
特
別
展
案
内
と
本
多
の
森
ツ
ア
ー
（
自
由
参
加
）
も
あ
わ

せ
て
実
施
。
秋
気
深
ま
る
本
多
の
森
に
分
け
入
り
、
思
い
思
い
に

句
作
り
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
参
加
の
皆
様
の
投
句

作
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

何
語
る
巨
木
の
群
れ
を
秋
の
風

S
・
M

秋
涼
し
俳
謌
百
余
の
屏
風
の
絵

詩
葉
子

日
の
斑
あ
ぶ
本
多
の
森
は
秋
の
風

C
・
U

秋
分
の
日
歴
博
で
見
る
俳
祖
の
絵

M
・
M

幾
代
経
し
本
多
の
森
や
薄
紅
葉

田
鶴
子

苑
紅
葉
風
に
も
色
の
あ
り
さ
う
な

重
子

秋
気
澄
む
歴
博
館
の
佇
ま
ひ

菅
子

こ
の
先
は
美
術
の
小
径
小
鳥
来
る

美
智
子

木
犀
や
練
兵
場
を
偲
び
つ
つ

K
・
H

煉
瓦
館
歴
史
の
あ
ゆ
み
知
る
紅
葉

K
・
I

兵
器
庫
は
歴
博
館
へ
秋
流
る

猫
々

未
枯
る
る
木
に
囲
ま
れ
し
煉
瓦
棟

F
・
S

木
犀
の
香
を
き
て
芭
蕉
の
頭
陀
袋

柳
女

本
多
の
森
声
澄
み
通
る
鵯
の
声

Y
・
Y

実
を
拾
い
武
家
の
暮
ら
し
に
思
い
は
せ

昌
子

花
爛
漫
よ
み
し
枝
垂
れ
も
黄
葉
し
て

芙
見
子

溢
れ
た
る
辰
巳
用
水
く
る
み
割
る

A
・
K

椎
の
実
を
本
多
の
森
に
拾
い
け
り

桂
子

藩札資料　島田一郎氏寄附

看板「能登の薬」

イコ（虫売り用） 大崎清子氏寄附

前田斉泰書状　大沢喜久氏寄附

方向板「蛸島行」小室勝三氏寄附

吟
行
吟
行
会
投
句
作
の
ご
紹
介

作
の
ご
紹
介 

吟
行
吟
行
会
投
句
作
の
ご
紹
介

作
の
ご
紹
介 

吟
行
会
投
句
作
の
ご
紹
介 

✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦

✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦ ✤ ✦

✤
✦

✤
✦

✤
✦

✤
✦

✤
✦

✤
✦

✤
✦

✤
✦

✤
✦

✤
✦

✤
✦

✤
✦

✤
✦

✤
✦

✤
✦

✤
✦

✤
✦

✤
✦

✤
✦

✤
✦

✤
✦

✤
✦
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当
歴
史
博
物
館
に
奉
職
し
て
、
は
や
二
年
近
い
歳
月
が
た
ち

ま
し
た
。
も
と
も
と
私
は
、
文
化
の
高
い
こ
の
土
地
が
好
き
で

し
た
。
金
沢
に
奉
職
し
て
、
あ
ち
こ
ち
見
て
ま
わ
る
の
も
悪
く

な
い
な
あ
と
い
う
不
純
な
？
動
機
も
含
ま
れ
て
居
ま
し
た
。
そ

し
て
ま
た
、
父
母
の
趣
味
で
子
供
の
時
か
ら
お
仕
舞
を
習
わ
せ

ら
れ
、
能
楽
の
子
方
も
な
ん
ど
か
致
し
ま
し
た
。
大
人
に
な
っ

て
か
ら
も
能
楽
は
、「
卒
都
婆
小
町
」
を
最
後
に
、
十
一
番
演

じ
ま
し
た
。
歴
史
学
、
し
か
も
中
世
史
を
専
攻
し
た
の
も
、
そ

の
影
響
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
金
沢
は
能
楽
の
盛
ん
な
土

地
柄
で
す
か
ら
、
そ
れ
も
魅
力
で
し
た
。

石
川
県
を
御
当
地
と
す
る
能
楽
と
し
て
は
、
や
は
り
「
実
盛
」

が
も
っ
と
も
名
曲
だ
と
思
い
ま
す
し
、
私
も
好
き
で
す
。
末
っ

子
で
兄
や
姉
に
子
供
扱
い
さ
れ
て
、
腹
を
立
て
つ
つ
育
っ
た
私

も
、
も
は
や
老
境
に
入
っ
て
、
実
盛
の
心
境
が
わ
か
り
ま
す
。

私
も
白
髪
を
染
め
て
お
り
ま
す
か
ら
。

さ
て
能
楽
「
実
盛
」
は
、
源
平
合
戦
の
時
、
加
賀
国
篠
原
で

討
死
し
た
実
盛
の
幽
霊
が
、
時
宗
の
本
山
遊
行
寺
の
他
阿
上
人

の
前
に
現
れ
た
と
い
う
、
時
宗
の
宣
伝
め
い
た
霊
験
譚
を
、
世

阿
弥
が
早
速
、
能
楽
（
申
楽
）
に
仕
立
て
た
も
の
で
す
。
当
時

の
話
題
を
そ
の
ま
ま
能
楽
に
組
み
立
て
る
と
い
う
、
言
わ
ば
際

物
め
い
た
も
の
で
す
が
、
さ
す
が
に
世
阿
弥
、
名
曲
た
る
こ
と

を
外
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
世
阿
弥
五
十
一
歳
位
な
の
で
、

作
能
の
初
期
段
階
と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
し
ょ
う
。

能
楽
「
実
盛
」
の
あ
ら
す
じ
は
、
前
場
は
、
加
賀
国
篠
原
の

里
で
説
教
を
す
る
他
阿
上
人
が
、時
々
独
り
言
を
い
う
と
い
う
。

そ
れ
は
老

翁
の
姿
で

実
盛
の
幽

霊
が
現
れ

て
、
他
阿

上
人
の
称

名
に
和
す
る
の
だ
が
、
亡
霊
の
姿
は
上
人
以
外
の
余
人
に
み
え

ず
、
独
り
言
を
云
う
と
思
わ
れ
て
い
る
と
い
う
設
定
で
す
。

上
人
に
問
わ
れ
て
幽
霊
は
、
こ
の
篠
原
の
木
曽
義
仲
と
平
家

と
の
合
戦
に
討
死
し
た
長
井
の
斉
藤
別
当
実
盛
だ
と
名
乗
り
ま

す
。
そ
し
て
合
戦
の
時
、
若
い
武
士
た
ち
に
老
人
と
侮
ら
れ
ま

い
と
、
白
髪
を
染
め
て
出
陣
し
討
死
し
た
の
を
、
こ
の
前
の
池

で
洗
わ
れ
た
執
心
が
二
百
年
も
残
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。

そ
し
て
後
場
で
は
、
上
人
の
別
時
の
称
名
に
よ
っ
て
、
実
盛

の
幽
霊
が
甲
冑
を
帯
し
て
現
れ
て
、
髪
を
黒
く
染
め
て
い
た
の

を
討
死
の
後
、
前
の
池
で
洗
わ
れ
て
白
髪
に
な
っ
た
こ
と
を
語

り
、
ま
た
、
実
盛
が
独
り
武
者
で
、
大
将
で
も
な
い
の
に
錦
の

直
垂
を
着
て
い
た
こ
と
は
、
死
地
に
赴
く
覚
悟
で
、「
故
郷
に

錦
を
飾
る
」
と
い
う
故
事
に
準
じ
て
平
家
の
許
し
を
得
た
と
い

う
次
第
を
語
り
ま
す
。
そ
し
て
手
塚
の
太
郎
光
盛
に
討
た
れ
る

「
合
戦
ば
な
し
」
で
曲
は
終
わ
り
ま
す
。

こ
の
曲
の
制
作
時
、
世
阿
弥
五
十
一
歳
ご
ろ
、
そ
れ
に
し
て

は
老
い
の
悲
し
さ
が
よ
く
分
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
初

老
が
四
十
歳
で
す
か
ら
、
長
生
き
の
世
阿
弥
で
す
が
、
案
外
こ

の
年
頃
、「
老
い
」
を
痛
感
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
源
平
騒
乱
時
の
平
家
の
若
い
公
達
な
ど

を
主
人
公
と
す
る
修
羅
物
の
夢
幻
能
を
多
く
作
っ
た
世
阿
弥

が
、
そ
の
初
期
と
も
い
う
べ
き
時
に
、
老
武
者
の
夢
幻
能
を
書

い
た
の
は
、
な
か
な
か
面
白
い
あ
り
方
と
云
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
曲
に
お
い
て
、
時
宗
の
勧
進
と
、
実
盛
討
死
の
哀
傷
と

の
関
係
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
能
楽
と
ギ
リ

シ
ャ
劇
の
比
較
史
的
研
究
家
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学
の
メ
イ
・

ス
メ
サ
ー
ス
ト
教
授
で
あ
り
ま
す
。
彼
女
は
、「
一
念
称
名
の

聲
の
う
ち
に
は
、
摂
取
の
光
明
曇
ら
ね
ど
も
、
老
眼
の
通
路
な

ほ
も
っ
て
明
ら
か
な
ら
ず
」
と
い
う
前
シ
テ
と
し
て
実
盛
が
謡

う
言
葉
か
ら
、
老
い
と
老
眼
に
よ
る
「
場
（
ニ
ワ
）」
へ
の
道

の
隔
た
り
を
、
悟
り
へ
の
道
の
遠
さ
と
に
重
ね
合
わ
し
て
い
る

述
懐
を
指
摘
し
て
、
す
で
に
「
シ
テ
の
悲
劇
が
、
劇
に
導
入
さ

れ
る
と
い
う
意
味
」
で
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
夢
幻
能
の
幽
霊
の
必
然
的
な
出
現
劇
が
、
時
宗
の

他
阿
上
人
の
念
仏
勧
進
に
結
び
つ
い
て
、
す
で
に
前
場
の
シ
テ

の
老
人
の
出
現
か
ら
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

た
し
か
に
世
阿
弥
の
夢
幻
能
は
、
約
束
ご
と
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
後
の
定
型
化
し
た
夢
幻
能
と
は
違
っ
て
、
亡
霊
出
現
の
状

況
設
定
が
綿
密
で
、
現
代
人
に
も
わ
か
る
よ
う
な
準
備
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
世
阿
弥
が
現
代
人
に
も
通
じ
る
よ
う
な
合
理
的

思
考
が
あ
り
、
し
か
も
演
劇
の
方
法
・
手
段
と
し
て
夢
幻
能
を

採
用
し
た
か
ら
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
世
阿
弥
は
一

方
で
、
怪
異
や
奇
跡
を
信
じ
る
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

両
者
は
世
阿
弥
の
夢
幻
能
で
は
う
ま
く
整
合
し
て
い
ま
す
。
夢

幻
能
と
い
う
亡
霊
が
出
て
き
て
生
き
て
い
た
時
の
あ
り
さ
ま
を

語
る
と
い
う
世
界
で
も
特
異
な
演
劇
形
式
は
、「
地
獄
に
沈
ん

だ
亡
者
の
救
済
の
た
め
の
勧
進
か
ら
の
影
響
」
と
い
う
松
岡
心

平
氏
の
説
と
、
加
藤
周
一
氏
の
夢
幻
能
の
内
容
は
「
す
べ
て
此

岸
の
出
来
事
、
恋
や
合
戦
や
風
流
で
あ
っ
た
」
と
す
る
意
見
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
対
立
す
る
二
つ
の
見
解
に
対
し
、「
実
盛
」

に
お
い
て
は
双
方
を
満
足
さ
せ
る
曲
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

時
宗
勧
進
に
よ
る
亡
者
の
救
済
と
、
平
家
物
語
の
語
る
実
盛
の

最
後
の
哀
傷
が
実
に
矛
盾
な
く
、
組
み
合
わ
さ
っ
て
い
る
の
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
曲
を
前
提
と
し
て
加
藤
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う

な
、
亡
者
の
こ
の
世
で
の
語
り
を
中
心
と
す
る
夢
幻
能
の
ジ
ャ

ン
ル
が
確
立
し
て
定
型
化
す
る
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
盛
の
こ
と

実
盛
の
こ
と 
実
盛
の
こ
と 

館
長
随
想 
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秋の京都を満喫！　れきはくバスツアー

十
一
月
六
・
七
日
の
二
日
間
、
秋
の
バ
ス
ツ
ア

ー
を
実
施
。
今
回
は
「
宇
治
と
j
a
p
a
n
蒔
絵

展
を
訪
ね
て
」
を
テ
ー
マ
に
一
泊
二
日
の
行
程
で
、

京
都
方
面
へ
と
足
を
の
ば
し
ま
し
た
。
見
学
先
は

萬
福
寺
、
平
等
院
、
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

京
都
国
立
博
物
館
、
三
十
三
間
堂
、
東
寺
。
何
と

か
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
各
訪
問
先
で
は
関
係
の

方
々
か
ら
丁
寧
な
ご
案
内
を
い
た
だ
き
、
と
て
も

充
実
し
た
旅
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
現
地
で
お

世
話
下
さ
い
ま
し
た

関
係
の
皆
様
に
、
改

め
て
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

一
月
五
日
、
六
日
の
二
日
間
、
初
売
り
で
賑
わ
う

金
沢
近
江
町
市
場
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
べ
ん
だ
い

を
作
ろ
う
」
を
開
催
。
活
性
化
広
場
に
用
意
さ
れ
た

べ
ん
だ
い
作
り
セ
ッ
ト
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
。

市
場
を
訪
れ
た
お
客
さ
ん
た
ち
に
大
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
市
場
の
約
二
百
店
の
店
先
に
は
手
作
り
の
べ

ん
だ
い
が
飾
ら
れ
、
通

り
に
は
歴
博
ス
タ
ッ
フ

の
労
作
「
お
ば
け
べ
ん

だ
い
」（
表
紙
写
真
）

が
威
容
を
誇
り
、
昔
の

金
沢
の
正
月
気
分
を
盛

り
立
て
ま
し
た
。

十
一
月
三
日
、
四
十
五

日
間
に
渡
っ
て
開
催
さ
れ

た
秋
季
特
別
展
「
御
用
絵

師
梅
田
九
栄
と
俳
諧
」
が

盛
況
の
う
ち
に
終
了
。
期

間
中
に
は
講
演
会
、
列
品

解
説
、
吟
行
会
な
ど
の
関

連
行
事
も
実
施
さ
れ
、
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
十
月
中
頃
に
は
俳
文
学

会
第
六
十
回
全
国
大
会
が
金
沢
市
で
三
日
間
開
催

（
会
場
・
金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル
）
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
そ
の
折
に
は
多
く
の
俳
文
学
研
究
者
の
皆

様
に
も
ご
観
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第四回石川の歴史遺産セミナー開催

九
月
二
十
七
日
、
石
川

の
歴
史
遺
産
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
。
平
成
二
十
年
一
月

の
第
一
回
か
ら
数
え
、
四

回
目
と
な
る
一
般
参
加
の

公
開
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
今

回
の
テ
ー
マ
は
「
考
古
学
が
語
る
白
山
信
仰
の
世

界
」
と
し
、
近
年
の
調
査
結
果
を
交
え
て
、
白
山

山
頂
や
馬
場
の
遺
物
や
遺
跡
な
ど
、
考
古
学
か
ら

み
た
白
山
信
仰
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
三
名
の
講
師
を
お
招
き
し
て
発
表
を
い
た

だ
い
た
後
、
ご
参
加
の
皆
さ
ん
か
ら
は
質
問
も
相

次
ぎ
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

（
2
〜
3
月
）

◎
開
講
時
間
：
午
後
2
時
〜

◎
会
　
　
場
：
常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説
…
第
3
展
示
室

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
…
学
習
ホ
ー
ル

◎
受

講

料
：
無
料
　
※
常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説
は
無
料
。
た
だ
し
他
の
展
示
も
あ
わ

せ
て
観
覧
の
場
合
は
入
館
料
が
必
要
。

◎
申
し
込
み
：
不
要
　
※
当
日
受
付
へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

月
　
日

行
　
　
　
事

内

容

2
/
21
（
土
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

刷
物
の
文
化
史

（
学
芸
員
　
大
井
理
恵
）

3
/
1
（
日
）
常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説

町
家
と
商
い

（
学
芸
主
査
　
大
門
　
哲
）

3
/
21
（
土
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

古
代
の
日
韓
交
流

│
加
賀
・
能
登
と
韓
半
島
│

（
総
括
学
芸
主
幹
　
高
橋
　
裕
）

近江町市場でのワークショップ盛況！ 秋季特別展終了

❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
催事日録 

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
展
示
案
内
　
　
　
　
　
　
（
税
込
定
価
）
一，

〇
〇
〇
円

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
品
目
録

三，

五
〇
〇
円

利
家
と
ま
つ
の
生
き
た
時
代
　
―
戦
い
・
く
ら
し
・
女
た
ち
―

一，

九
〇
〇
円

景
勝
を
め
ぐ
る
　
―
い
し
か
わ
の
景
観
史
―

一，

二
〇
〇
円

い
し
か
わ
の
歌
仙
絵
馬

一，

四
〇
〇
円

風
俗
画
伯
　
巌
如
春
　
―
都
市
の
記
憶
を
描
く
―

一，

四
〇
〇
円

源
平
合
戦
と
北
陸
　
―
義
経
伝
説
を
育
ん
だ
ふ
る
さ
と
―

一，

六
〇
〇
円

加
賀
百
万
石
へ
の
道
　
―
戦
国
か
ら
太
平
へ
―

二
〇
〇
円

昭
和
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
　
―
モ
ノ
で
た
ど
る
戦
後
―

一，

〇
〇
〇
円

石
川
の
お
宝
史
　
―
名
宝
か
ら
文
化
財
へ
―

三
〇
〇
円

弥
生
ム
ラ
の
風
景
　
―
越
の
ク
ニ
生
み
・
境
界
・
交
流
―

一，

二
〇
〇
円

御
用
絵
師
梅
田
九
栄
と
俳
諧

三
〇
〇
円

※
総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
で
販
売
中
。
定
価
は
す
べ
て
税
込
。
郵
送
ご
希
望
の
方
は
、

当
館
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
刊
行
物

案
内
（
図
録
等
）」
を
ご
覧
下
さ
い
。（
電
話
〇
七
六
―
二
六
二
―
三
二
三
六
）

主
な
刊
行
物
の
ご
案
内

2
月
12
日
（
木
）
〜
13
日
（
金
）

2
日
間

3
月
23
日
（
月
）
〜
24
日
（
火
）

2
日
間

展
示
替
え
に
よ
る
休
館
日
（
２
〜
３
月
）

東寺（京都）

記念講演会（10月13日）
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本
多
の
森
か
ら

歴
博
の
新
年
は
、
金
沢
近
江
町
市
場
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
べ
ん
だ
い
作

り
」
で
明
け
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
一
同
が
昨
年
夏
か
ら
地
道
に
取
り
組
ん
で
き

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
お
客
さ
ん
た

ち
の
喜
び
の
笑
顔
は
と
て
も
嬉
し
く
、
寒
さ
も
吹
き
飛
び
ま
し
た
。
ご
参
加
の

皆
様
、
そ
し
て
全
面
的
に
ご
協
力
を
頂
い
た
近
江
町
市
場
商
店
街
振
興
組
合
の

皆
様
に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!!

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石
管
噴
水
の
謎

「
さ
ん
、
に
ぃ
、
い
ち
、
ゼ
ロ
！
」「
う
わ
ぁ
〜
！
」。
元

気
な
小
学
生
た
ち
の
叫
び
声
が
前
庭
に
こ
だ
ま
し
ま
す
。
石

管
か
ら
勢
い
よ
く
ふ
き
出
す
水
の
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
光

景
で
す
。

当
館
前
庭
（
第
二
棟
と
三
棟
の
間
）
の
石
管
噴
水
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
、
ご
来
館
の
皆
さ
ん
の
お
楽
し
み
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
で
も
、
噴
水
が
稼
働
す
る
時
間

が
一
時
間
に
一
回
と
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
噴
水
で

あ
る
こ
と
に
気
付
か
な
い
で
通
り
過
ぎ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
し
て
も
ち
ょ
っ
と
風
変
わ
り

な
姿
、
こ
の
石
管
が
元
は
何
だ
っ
た
か
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
？そ

の
正
体
は
辰
巳
用
水
の
石
管
な
の
で
す
。
当
館
が
開
館

し
た
の
は
昭
和
六
十
一
年

十
月
。
し
か
し
こ
の
時
点

で
公
開
さ
れ
た
の
は
第
一

棟
と
第
二
棟
だ
け
。
そ
し

て
第
三
棟
が
整
備
さ
れ
て

全
館
完
成
と
相
成
っ
た
の

が
平
成
二
年
十
月
。
こ
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
そ
れ
を

記
念
し
て
造
ら
れ
た
も
の

で
す
。
そ
こ
で
使
わ
れ
た

素
材
が
、
こ
の
辰
巳
用
水

の
石
管
で
す
。

寛
永
九
（
一
六
三
二
）

年
に
造
ら
れ
た
全
長
約
十

キ
ロ
に
及
ぶ
辰
巳
用
水
の

導
水
管
は
、
当
初
は
木
樋

で
し
た
が
、
江
戸
後
期
に

一
部
を
石
管
に
取
り
替
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
石
管

が
後
年
の
改
修
工
事
で
出
土
し
、
そ
の
一
部
が
保
存
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
石
川
県
に
と
っ
て
貴
重
な
文
化
財
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
歴
博
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
も
格
好
の

素
材
と
い
う
こ
と
で
、
再
利
用
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
設

計
は
建
築
家
の
川
崎
清
京
都
大
学
教
授
（
当
時
）
に
依
頼
。

そ
の
結
果
、
何
の
変
哲
も
な
い
石
管
は
、
辰
巳
用
水
の
豊
か

に
流
れ
る
水
を
見
事
に
表
現
し
た
泉
水
形
式
の
噴
水
と
し

て
、
歴
博
の
庭
で
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
舗
装
面
の

縁
石
や
池
底
の
瓦
な
ど
は
、
赤
れ
ん
が
棟
を
改
修
し
た
時
に

出
た
創
建
時
の
用
材
を
再
利
用
し
て
い
ま
す
。

さ
て
こ
の
石
管
、
い
く
ら
丈
夫
な
石
と
は
い
え
、
何
せ
江

戸
時
代
か
ら
働
い
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
冬

場
（
十
一
〜
三
月
）

は
保
護
の
た
め
お
休

み
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
の
で
、
あ
し
か

ら
ず
。
で
も
雪
景
色

も
な
か
な
か
風
情
が

あ
り
ま
す
よ
。

〈
対
　
　
象
〉
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

〈
期
　
　
間
〉
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
〜
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
（
一
年
間
）

〈
会
　
　
費
〉
年
額
一，

〇
〇
〇
円

〈
特
　
　
典
〉
広
報
誌
「
石
川
れ
き
は
く
」、
情
報
誌
「
れ
き
は
く
メ
イ
ト
情
報
」
ほ
か

各
種
催
し
物
案
内
が
随
時
送
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
会
員
証
の
提
示
に

よ
り
、
常
設
展
の
入
場
が
無
料
（
特
別
展
開
催
時
は
団
体
料
金
）
に
な

る
ほ
か
、「
歴
史
散
歩
」
や
「
バ
ス
ツ
ア
ー
」
な
ど
当
館
主
催
の
各
種
行

事
に
参
加
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
同
封
の
案
内
書
を
ご
覧
下
さ
い
。

〈
入
会
受
付
〉
二
月
上
旬
よ
り
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
同
封
の

申
込
用
紙
に
所
定
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
会
費
を
添
え
て
当
館
総
合

カ
ウ
ン
タ
ー
へ
直
接
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
郵
送
で
お
申
し
込
み
の

場
合
は
現
金
書
留
か
定
額
小
為
替
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く

は
同
封
の
案
内
書
を
ご
覧
下
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

当
館
普
及
課
　
℡
〇
七
六
―
二
六
二
―
三
四
一
七

辰巳用水の石管（第6展示室）
金沢美術工芸大学所蔵

雪化粧の池底
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昨年秋の歴史散歩
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昨年春のバスツアー


